
令和５年度 大阪DPAT技能維持研修のご案内 

 

大阪 DPAT 隊員登録者を対象に、災害等における被災地域の精神保健医療ニーズの把握、他の保健医療

体制との連携、各種関係機関等とのマネジメント、専門性の高い精神科医療の提供と精神保健活動の支援を、

速やかかつ中長期的に行えるよう、技能の維持向上を目的に研修（eラーニング）を実施します。  

＊本研修は、令和５年 3月 31日付け「災害派遣精神医療チーム（DPAT）活動要領」に定められた項目及び演習を

含んだ研修です。 

○開講期間：令和６年 １月15日（月）9時から令和6年２月16日（金）17時まで 

 ※令和５年９月９日（土）、10日（日）開催の大阪DPAT養成研修の講義及び演習内容を eラーニングとして配信 

講義番号 時間（分） 内 容 講 師 

 

１ 38分 

「DPATとは」 

 ・DPATの役割 

 ・大阪府の精神保健医療体制について 

大阪府こころの健康総合センター 

（大阪府DPAT統括者） 

参事 平山 照美 氏 

 

２ 
38分 

「災害時医療とロジスティクス①」 

・概論  ・原則 ・DMATについて      大阪急性期・総合医療センター 

（日本DMAT）画像診断科 

診療放射線技師 西 健太 氏 
 

２ 
38分 

「災害時医療とロジスティクス➁」 

・ロジスティクスとは・衛星電話について 

 

３ 19分 

「大阪府の災害時医療保健活動体制について」 

 ・大阪府組織体制、指揮命令系統について 

 ・保健医療調整本部機能 

大阪府保健医療室医療対策課 

救急・災害医療グループ   

総括主査 小林 大資 氏 

 

４ 62分 

「災害現場における指揮命令・諸機関との連携」 DPATインストラクター 

（大阪府DPAT統括者） 

医師 緑川 大介 氏 

 

５ 38分 

「災害時の情報管理」 

 ・EMIS ・J-SPEED  

DPAT先遣隊員 

医療法人杏和会 阪南病院  

公認心理師 星 光子 氏 

 

６ 10分 
「衛星携帯電話と情報の整理」 

・衛星携帯電話、クロノロジーについて 
大阪府こころの健康総合センター 

 事業推進課 

 

７ 30分 

「災害時等のこころのケアの基礎知識」 

 ・サイコロジカルファーストエイド（PFA） 

 ・支援者のメンタルヘルス 

大阪府こころの健康総合センター 

事業推進課 

 

８ 21分 

演習「南海トラフ地震発災時を想定した演習 

   ～避難所支援」 
大阪府こころの健康総合センター 

（大阪府DPAT統括者） 

参事 平山 照美 氏 

○対 象   大阪DPAT隊員登録者 

○申込み 大阪府行政オンラインシステムからお申込みください。 

https://lgpos.task-asp.net/cu/270008/ea/residents/procedures/apply/140e960c-9

e47-4dbe-a2de-a249bec98783/start 

  ○締切り   令和６年２月９日（金曜日）17時まで 

○その他   受講者には受講決定通知を送付します。 

○問合せ  大阪府こころの健康総合センター 事業推進課  担当：南・伊藤 

電話番号 06-6691-2810（事業推進課直通）   FAX  06-6691-2814 

        メール  kenkosogo-g22@sbox.pref.osaka.lg.jp 

  ○主 催  大阪府 

 


